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シリーズ⑪ 

　北近江の寺院や仏堂に祀られてい
る多くのホトケさま。今もなお地域
の人たちによって守り継がれていま
す。その中から代表的なものをシリ
ーズで紹介していきます。 

重
要
文
化
財

「
薬
師
如
来
坐
像
」（
大
田
寺
）

・
指
定
日
　
大
正
15
年
４
月
19
日
指
定

・
所
在
地
　
木
尾
町

木
尾
の
薬
師
と
し
て
親
し
ま
れ
る
本

像
は
、
か
つ
て
は
大
田

だ
い
で
ん

寺じ

薬
師
堂
に
安

置
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
地
誌
に
は
「
大

伝
寺
」
の
薬
師
如
来
の
名
が
見
え
ま
す
。

椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
肉
髻

に
っ
け
い

を
表
し
、

細
か
い
螺ら

髪ほ
つ

を
切
り
付
け
ま
す
。
丸
み

を
帯
び
た
肩
、
厚
み
の
な
い
身
体
、
低

く
抑
え
ら
れ
た
膝
頭
は
薄
い
衣
に
覆
わ

れ
、
浅
い
衣
文
線
を
刻
み
ま
す
。
こ
れ

ら
の
特
徴
は
平
安
時
代
後
期
の
仏
師

定
朝

じ
ょ
う
ち
ょ
う

の
様
式
に
則
り
ま
す
が
、
薄
く
目

を
開
け
小
さ
く
口
を
結
ぶ
表
情
や
、
衣

文
線
の
本
数
が
立
て
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
平
安
時
代
末
期
、
12
世
紀
頃
の
作

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

像
高
１
４
４
㎝
の
半
丈
六

は
ん
じ
ょ
う
ろ
く

像
は
ヒ
ノ

キ
の
巨
木
か
ら
彫
り
出
さ
れ
、
い
っ
た

ん
前
後
に
割
り
放
っ
て
か
ら
内
刳

う
ち
ぐ
り

を
施

し
、
再
び
矧は

ぎ
合
わ
せ
て
別
材
の
脚
部

を
寄
せ
て
い
ま
す
。
当
時
す
で
に
寄
木

造
が
一
般
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
あ
え
て
一
木
割
矧
造

い
ち
ぼ
く
わ
り
は
ぎ
づ
く
り

と
し
、
し
か

も
節
の
あ
る
材
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
何
か
由
緒
の
あ
る
神
木
・
霊
木
を

使
用
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

裳も

先さ
き

に
寛
文
４
年
（
１
６
６
４
）
の

修
理
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
面
の
ベ

ン
ガ
ラ
彩
色
も
こ
の
頃
に
塗
り
直
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
左
手
の
上
に

載
せ
る
薬
壺

や

っ

こ

は
、
村
の
役
員
が
取
り
外

し
て
別
箱
に
保
存
し
、
任
期
中
は
自
宅

で
大
切
に
保
管
し
た
と
い
い
ま
す
。

■問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（
7
６
４
‐
０
３
９
５
）

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５
‐
８
７
２
２
）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

交
通
事
故
被
害
者
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援

交
通
事
故
は
、
全
国
的
に
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
数
多
く
の
重
大
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
、
交
通

事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
次
の
窓

口
で
各
種
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご

案
内
し
ま
す
。

●
交
通
事
故
被
害
に
対
す
る

相
談
支
援

県
立
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
相
談
無

料
、
秘
密
厳
守
で
、
様
々
な
交
通
事
故
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

彦
根
分
室

7
０
７
４
９
‐
２
７
‐
２
２
３
０

※
右
記
の
ほ
か
、
大
津
本
所
も
あ
り
ま
す
。

※
開
設
日
時
や
受
付
時
間
、
相
談
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
通
遺
児
等
に
対
す
る
支
援

下
記
は
、
交
通
遺
児(

交
通
事
故
に
よ
り
、

父
も
し
く
は
母
ま
た
は
両
親
を
亡
く
し
た

子
ど
も)

お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
経

済
的
お
よ
び
精
神
的
な
支
援
を
行
う
団
体

で
す
。

制
度
概
要
な
ど
、
詳
し
く
は
各
窓
口
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

交通被害者遺族児童等に対する支援団体

支援団体

交通事故・犯罪被害遺児

育英基金ほうこう会

(公財)おりづる会

(公財)交通遺児育英会

(公財)交通遺児等育成基金

支援内容

奨学金(小学生～高校生)の支給

入学・就職支度金の支給など

奨学金(小学生～高校生)の支給

交流事業を通じた精神的支援など

奨学金の貸与（高校生・大学生など）

入学・進学支度金の貸与など

給付金の支給

入学・就職支度金の支給など

連絡先（事務局）

長浜警察署内(7６２－０１１０)

木之本警察署内(7８２－３０２１)

県交通政策課内

(7０７７－５２８－３６８２)

奨学課フリーダイヤル

7０１２０－５２－１２８６

フリーダイヤル

7０１２０－１６－３６１１

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時

（
一
部
時
間
を
繰
り
上
げ
る
投
票
所
も
あ
り
ま
す
）

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う

【
期
　
間
】
４
月
４
日
（
土
）
〜
11
日
（
土
）

【
時
　
間
】
本
庁
・
北
部
振
興
局
　
８
時
30
分
〜
20
時

各
支
所
　
８
時
30
分
〜
18
時

※
本
庁
お
よ
び
虎
姫
支
所
は
、
次
の
と
お
り
移
転
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
は
お
互
い
に
助
け
合
う

大
東
市
は
、
本
市
か
ら
１
０
０
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
る
た
め
、

同
じ
災
害
で
被
災
す
る
こ
と
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
距
離

に
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
互
い
が
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
取
り
、
有
効

な
相
互
応
援
が
で
き
る
よ
う
、「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
で
は
、
本
市
ま
た
は
大
東
市
に
お
い
て
災
害
が

発
生
し
、
被
害
を
受
け
た
市
で
は
十
分
な
応
急
措
置
が
実
施

で
き
な
い
場
合
な
ど
に
、
職
員
の
派
遣
、
食
料
・
飲
料
水
や

資
機
材
の
提
供
、
被
災
者
の
受
入
れ
な
ど
、
相
互
に
応
援
す

る
内
容
を
定
め
ま
し
た
。

な
が
は
ま
グ
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

中
小
企
業
者
等
が
、
地
域
資
源
や
バ
イ
オ
関
連
技
術
等
を

生
か
し
た
新
商
品
の
開
発
・
販
路
開
拓
な
ど
の
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

○
地
域
資
源
活
用
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
等
の
市
場
化
・
販
路
開
拓

に
関
す
る
取
組

○
バ
イ
オ
技
術
等
連
携
事
業

長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
の
大
学
や
企
業
と
の
連
携
・

技
術
を
活
用
し
て
行
う
事
業
の
取
組

【
補
助
対
象
者
】

市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
化
の
拠
点
を
有
す
る
中
小
企
業

者
な
ど
（
農
林
漁
業
者
を
除
く
）

【
補
助
率
】
２
／
３

【
補
助
限
度
額
】
２
０
０
万
円

※
補
助
対
象
事
業
費
１
０
０
万
円
以
上
の
事
業
に
限
る

【
申
請
期
間
】
４
月
20
日(

月)

〜
５
月
８
日(

金)

※
公
募
案
内
・
申
請
書
様
式
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

■問
選
挙
管
理
委
員
会(

7
６
５
‐
６
５
０
３)

４
月
12
日
は
、
滋
賀
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

■問
防
災
危
機
管
理
課
（
7
６
５
‐
６
５
５
５
）

大
阪
府
大
東
市
と
締
結

災
害
時
相
互
応
援
協
定

■問
商
工
振
興
課(

7
６
５
‐
８
７
６
６)

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小
企
業
を

応
援
し
ま
す

●
本
庁
（
八
幡
東
町
）

場
所：

西
館
１
階
多
目
的

ル
ー
ム
４

※
西
口
近
く
。

●
虎
姫
支
所
（
宮
部
町
）

場
所：

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
　

内
１
階

▲協定締結式の様子
協定書に署名し、かたい握手を交わす
藤井市長(左)と大東市・東坂市長

補
助
金
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

【
と
　
き
】
４
月
10
日(

金)

13
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
本
庁
東
館
２
階
　
２
‐
Ａ
会
議
室

▲
 

▲
 

西口 


